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１．はじめに  

 建設現場で働く技能労働者（2014 年現在 340 万人程度）のうち、高齢者の占める割合は 1/3 程度であり、

今後 10 年で高齢による離職と若年層の不足により深刻な労働力不足になることが予想される。この減少分を

補填し生産性を向上するため、ICTの活用による省力化が望まれる。また、建設業では現場の長時間労働が常

態化しており、魅力ある産業として将来の担い手を確保するためには働き方改革を進めていくことが不可欠で

ある。川上ダム本体工事では i-construction & management を合言葉に、ICT 技術の活用による省力化施工を

進めている。 

２．自動スライド型枠適用範囲  

 川上ダムは堤高 84ｍ、堤頂長 334ｍ、堤体積 45.5万ｍ3の中規模

のコンクリートダムである。拡張レヤ工法により有スランプコンク

リートの施工を実施している。打設工程は 19 ヵ月で計画されてお

り平均で打ち上がり高さが 4.5m/月程度の工事進捗が必要である。 

打設設備はタワークレーンを選定し図-1 のような配置である。 

左右岸のエリアをカバーするため 2台のクレーンを配置し、減勢工

へのコンクリート供給が可能なように作業半径を 86ｍとした。また、

厳しい打設工程に対応するため、最大吊荷重を 25tとし、7.8ｍ3で

のコンクリ―ト運搬を行える能力を設定した。 

この工事工程を厳守するためには、型枠のスライド作業が頻繁とな

ることから型枠工程がクリティカルパスになることが想定された。そ

こで課題解決のため、ダム用鋼製型枠の一部に自動スライド機構を搭載した型枠を適用した。図-2、3に型枠

配置図を示す。自動スライド型枠は 1枚当たり有効高さ 3.0ｍ、幅 5.0ｍを計 6枚の全長 30ｍ区間に配置した。

油圧ユニットによる自動クライミングによりダム本体の 12，13BL 上流面を一括してスライド可能としている。 
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図-1 コンクリート打設設備配置図 

図-2 自動スライド型枠配置図 図-3 自動スライド型枠設置状況 
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３．自動スライド型枠のシステム内容と運用  

クライミングの手順を図-4 に示す。本体は固定ユ

ニット（バーチカルプロファイル）、型枠足場ユニ

ットからなり、それぞれを油圧ジャッキで交互にク

ライミングアップする。施工ステップは、 

【1】打設完了→【2】型枠スライド（脱型）→ 

【3-1】バーチカルプロファイルクライミング→ 

【3-2】型枠足場ユニットクライミング→ 

【4-1】型枠測量→【4-2】型枠設置・測量 

という流れで行う。測量は TS（ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ）と GNSS

を併用し、クライミング作業は専用のコントローラ

を用い、型枠の立ちの調整はスマートフォンもしく

は事務所のパソコンから遠隔で行うことができる。(図-5、6) 

測量データはインターネット回線を通じてクラウドサーバに送信・保

存され、型枠の移動距離を演算した結果がスライド装置に送信される。

システム図を図-7 に示す。 

このシステムを利用することで、クライミングアップは 1 時間程度、

準備作業も含めたスライド作業全体が半日で可能となっている。通常ス

ライド作業との労務比較表を表-1 に示す。また、本システムは以下の利

点が確認できた。 

① スライドに移動式クレーンが不要であり、高所での玉掛作業

が発生しない。 

② 操作に特別な資格を必要としない 

③ スライド作業が強風など天候に左右されない 

④ ボルト設置撤去以外の工程は作業員 1人で実施可能。 

４．おわりに 

 川上ダム本体建設工事では施工省力化に向けた様々な技術を適用し

ており、それらの組み合わせで厳しい工程に対応している。 

その中で自動スライド型枠も大きな役割を担っ

ており、今回の開発を通じてダム建設工事以外に

も適用可能な技術であることが分かった。これか

らの建設業の労働力不足に備えて、今回の開発に

改良を加え、汎用性の高いシステムとしてより一

層の省力化に努めていく所存である。 

図-4 クライミング手順 

図-7 システム図 

表-1 労務比較表 

図-5 クライミングコントローラー 

図-6 操作用スマートフォン、PC 
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